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抜き取ってお読みください

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と協力によって地域福祉の推進を図ることを目的とする、民間の福祉団体です。

社協あつぎ
ひとりひとりが主役 ！ みんなでつくろう、 地域の ふ（ふ だ ん の）く（く ら し の）し（し あ わ せ）

 発 行	 社会福祉法人
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〒243-0018	厚木市中町1-4-1
	 保健福祉センター内
電話　046-225-2947（代表）
FAX　046-225-3036
soumu@shakyo-atsugi-kanagawa.jp
https://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp

災害に備える地域力講座
～支援を活かす地域力ワークショップ～

令和６年２月３日（土）14：00～16：00
アミューあつぎ　 7階
ミュージックルーム１

　各地の被災地で被災者が直面した事例等をもとに、近隣での支え合いと外部支援の受け
止め方、平時から取り組める地域防災や災害支援について学びます。

　災害対応の流れと役割分担や、災害時に起こりうる状況の想
定、地域特性に合った「ひと・もの・かね・情報」の活用等

　テーマ：「災害時に役立つ地域資源とは」

市内在住または在勤、在学の方　30人
（応募多数の場合は抽選）

１月17日（水）までに電話、FAX（講座名・氏名・
年齢・住所・電話番号を記入）、または二次元コード
からお申し込みください。

ボランティアセンター
☎ 225-2789　FAX 222-7440

申 込 方 法

　被災地での災害支援や強い地域づくりに取り組む非営
利団体です。これまでの被災地での災害支援活動は国内
外で約100カ所に上ります。

　本会で実施している「災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座及びフォローアップ研修・交流会」
が、社会福祉協議会優良活動として表彰されました。

一般社団法人
ピースボート災害支援センター 職員

全国社会福祉協議会会長表彰を受賞

①  講義

②  グループワーク

参加費
無料

内 容

講 師

対 象

　運営スタッフの養成に留まらず、識見を高めるためのフォローアップ研修や 
運営スタッフ同士の横の繋がりづくりを実施している点が評価されたものです。
　今回の表彰を励みに、厚木市の災害支援に一層尽力していきたいと思います。

https://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp/sanka/volunteer_saigai/

活動の概要は、ホームページからもご覧いただけます。



広告

社会福祉法人 清琉会 「手を合わせ　心あわせて　しあわせに」
共にあること　共にくらすこと　共によろこぶこと

ムツアイホーム　やすらぎ（特養・短期・通所・居宅）
　　　　下川入1296　☎︎245-8312
ムツアイホーム　すこやか（ユニット型特養・短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311
ムツアイホーム　うるわし（短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311

社会福祉法人　厚木慈光会玉川グリーンホーム（介護老人福祉施設）
小町山グリーンホーム
　（サービス付き高齢者向け住宅（特定施設指定有り））
高松山グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛名）
愛甲グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛甲）
厚木市玉川・森の里地域包括支援センター

厚木市小野734番地の2　TEL046（248）7778（法人代表）

入居者入居者
 募集中！ 募集中！

（２） 社 協 あ つ ぎ令和５年12月15日

皆さまの応援ありがとうございます

8月28日から11月21日までに善意銀行・ふれあい基金へ
寄付をいただいた方々です。� （敬称略・順不同）

▶三菱ふそう労働組合本社支部������������� 50,000円
▶厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設業協会・
　厚木管友会・（一社）神奈川県建設業協会県央支部����100,000円
▶市民ふれあいマーケット実行委員会���������� 10,000円
▶睦合北ターゲットバードゴルフクラブ��������� 10,000円
▶社会医療法人社団 三思会� �������������� 50,000円

毎年秋に厚木市、神奈川県、そして全国の社会福祉大会が行われます。
社会福祉の向上に貢献された方や多額の寄付をされた方を表彰し、感謝の意を伝える場です。
本市からも多くの方が受賞されました。受賞された皆さま、おめでとうございます。　　　　　　　（敬称略・順不同）

社会福祉の功労者を表彰

■厚木市社会福祉協議会 会長表彰 
◇地域福祉推進委員会役員　渡邉秀夫
◇自治会長　�會田 晃、松尾 怜、中下俊夫、十倍勝芳、草山洋一、� �

遠藤明司、早山征夫、奥脇篤仁、米山政雄、森 康信、� �
古茶一英、星野一郎、川島益文、関原 茂

◇保護司　又村 秀
◇老人クラブ連合会地区役員　井萱佐吉
◇当事者団体等役員　松坂凌一
◇単位老人クラブ　�林長寿会、及川老成会、七沢第一しあわせクラブ、�

岡津古久しあわせクラブ、岡田喜楽会　
◇ボランティア　�甘利洋子、岡﨑真由美、佐久間直美、山本光代、� �

津田尚德、大山さよ子、遠藤陽子、川村美惠子� �
ほか２名

◇ボランティア団体　厚木障害者PCサポートクラブ
◇就労継続支援Ｂ型事業所指導員
　　　佐藤和代、上野幸英、大槻伸吾、山田裕子　ほか２名
　　
■厚木市社会福祉協議会 会長感謝
厚木愛甲地区更生保護女性会、夕なぎ会、
JAあつぎ夢未 Kidsスクール、みんなの何でも相談会実行委員会、
マルハン厚木店、マルハン厚木北店、山本隆広・山本治夫、縄 幸枝、
第一生命労働組合厚木支部、厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建
設業協会・厚木管友会・（一社）神奈川県建設業協会県央支部、
神奈川県トラック協議会・厚木　ほか１名

■福祉作文発表
　依知南小学校 ５年 渡邉龍世さん「白杖体験から学んだこと」
　南毛利中学校 １年 沖本 慈さん  「私と違うからこそ、憧れの生き様」

第54回厚木市社会福祉大会
■神奈川県社会福祉協議会 会長表彰
◇里親　宍戸毅八郎、宍戸晴子
◇社会福祉施設等役員・従業員　相原二葉、山口巖雄、要害順子、
長谷川浩光、千葉京子、天野数章、鈴木奈津子、金子千恵子、
高橋明久、櫻井歩美、篠崎優一、笹木みゆき、岡田夏美、
菊入美加里、島根美智世、小泉拓也、井上宏幸、中田博貴、
柿崎亮太、奈良菜緒、熊坂 昇、栁泉英之、鈴木崇弘、亀田光男、
冨田裕一郎

◇保護司　前頭七恵

■神奈川県社会福祉協議会 会長感謝
◇社会福祉施設等役員・従事者　山田良子、大塚美絵、小林秀也、
田島佳枝、加藤伸明、滝澤 圭、佐久間 勉、城所友里

◇ボランティア個人　片岡俊治、白井清子、三浦よし子、澤田久美子、
萩原登喜枝　ほか５名

◇公立社会福祉施設等現業員　２名

神奈川県社会福祉協議会 会長顕彰

■神奈川県共同募金会 会長感謝
◇自治会長　遠藤明司、十倍勝芳、松尾 怜、草山洋一、中下俊夫

神奈川県共同募金会 会長顕彰
■民生委員・児童委員　永井 明

全国社会福祉協議会 会長表彰

■社会福祉施設等役員・従事者　�西迫 哲、三浦徳生、横濱勝子、� �
田中麻貴、沖本水美子

■民生委員・児童委員　�曾根 茂、小本寛司、佐藤由利子、島村まさこ� �
ほか１名

■ボランティア団体　厚木市赤十字奉仕団
■共同募金運動功労者
◇自治会長　棗 進

神奈川県知事表彰

福祉まるごと相談

近所に
気になる方がいる。
今後の生活に
不安がある。

など…

　市民の皆さまが日常生活の中で感じた福祉に関するさまざまな
お悩み、お困りごとなどを相談できる窓口です。
　窓口・電話のどちらでもワンストップで受け付けておりますの
で、まずはお気軽にご相談ください。

相 談 日
平日8時30分～
17時15分

（土日祝日・年末年始
を除く）

相談場所
厚木市

保健福祉センター
5階

問い合わせ
☎225-2947
☎225-2949



社会福祉法人　若葉会

保育士募集

依知保育園 荻野すみれ愛児園

見学随時受付中。
お気軽にお問い合わせください。

https://wakabakai.hp.gogo.jp

厚木市関口390番地
TEL：046-245-0531 
Mail：echi.hoikuen@gmail.com

厚木市鳶尾2-25-6
TEL：046-241-1306
Mail：oginosumireaijien@gmail.com

広告

社 協 あ つ ぎ （３）

　「成年後見制度と家族信託、どちらがいいのだ
ろう」と検討される方がいらっしゃいます。
　成年後見制度や家族信託はどのような場合に利
用するとよいのか、講師がわかりやすくお話しま
す。
　成年後見制度や家族信託について知りたい方
や、とりあえず話を聞いてみたい方も大歓迎です。
対　象　市内在住または在勤の方 35人（先着順）
日　時　1月30日（火）14時～16時
場　所　アミューあつぎ ６階 ルーム610　
講　師　三井住友信託銀行 厚木支店
　　　　　財務コンサルタント　島田 信也 氏
　　　　中野智子司法書士事務所
　　　　　司法書士　中野 智子 氏
参加費　無料
申込方法　�１月23日（火）までに

電話、FAX、メール（講
座名・氏名・年齢・住所・
電話番号を記入）、ま
たは二次元コードから
お申し込みください。
受付は、12月15日（金）８時30分からと
なります。

申込先　厚木市権利擁護支援センターあゆさぽ
　　　　 ☎ 225-2939　FAX 225-3021
　　　　メール �kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

　手話を学ぶことを通して、聴覚障がい者に対す
る認識や理解を深めます。
対　象　市内在住または在勤、在学の方　20人
　　� 　　（応募多数の場合は抽選）
日　時　２月１日～２月29日の毎週木曜日
　　　　全５回　13時～15時
場　所　厚木市保健福祉センター ４階
　　　　ボランティア研修室
参加費　1,000円（初日に徴収）
申込方法　�１月17日（水）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・

住所・電話番号を記入）
または二次元コードか
らお申し込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　 ☎  225-2789　
　　　　　FAX 222-7440
その他　�12時45分までに集合してください。
主　催　厚木市手話サークルあゆの会

　聞こえにくい方のために、その場の音声情報を
文字にして伝える方法を学びます。あなたの文字
が助けになります。
対　象　�市内在住または在勤、在学でパソコン操

作ができWindows対応のノートパソコ
ン（OSは10以上）を毎回持参できる方 
15人（応募多数の場合は抽選）

日　時　�１月15日～３月11日の毎週月曜日
　　　　全８回　13時30分～15時30分
　　　　（２月12日を除く）
場　所　�厚木市保健福祉センター ４階 
　　　　ボランティア研修室
参加費　無料
申込方法　�厚木市講座予約システムからウェブ申込

（講座番号2306001）、または往復ハガキ
に、講習会名・〒住所・氏名（ふりがな）・
年齢・電話・FAX・メールアドレス・
応募動機・託児希望の場合はお子様のお
名前と生年月日・市外の方は勤務先また
は通学先を書き、１月５日（金）（必着）
までに郵送でお申し込みください。

申込先　〒243-8511　厚木市障がい福祉課　
　　　　（郵便番号だけで届きます）
　　　　 ☎ 225-2221　FAX 224-0229

成年後見制度普及啓発講座
「違いが分かる！

成年後見制度と家族信託」
手話入門講座パソコン要約筆記講習会

シニア世代の料理教室
　調理をしながら正しい食生活のあり方について
楽しく学ぶ教室です。
対　象　市内在住で65歳以上の男性 12人
� （応募多数の場合は抽選）
日　時　２月16日（金）10時～13時30分
場　所　アミューあつぎ ６階
　　　　クッキングスタジオ
講　師　厚木市食生活改善推進団体
　　　　　　　　「厚味会（あつみかい）」
参加費　1,000円（当日徴収）
申込方法　�１月26日（金）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）または二次元
コードからお申し込みく
ださい。

申込先　援護係
　　　　　 ☎  225-2947
　　　　　FAX 225-3036

令和５年12月15日

※�各講座等について、コロナウイルス感染症
などの拡大状況によっては内容が変更にな
る、または中止する場合もございます。

　あらかじめご了承ください。

　目の不自由な方を対象にパソコン操作をサポー
トするボランティアです。
　「画面読み上げソフト」を使って文書作成、メー
ル、ネット通販、電子図書等にパソコンを利用し
ています。
　優しく寄り添って、パソコン操作のお手伝いを
してくださる方を募集します。
対　象　�Windowsパソコンの初歩的操作が可能

な方 ５人（応募多数の場合は抽選）
日　時　講義：２月13日（火）
　　　　体験学習：２月20日（火）
　　　　全２回 いずれも10時～正午
場　所　厚木市保健福祉センター ４階　
　　　　ボランティア研修室または作業室
参加費　500円（テキスト代等。初日に徴収）
申込方法　�２月２日（金）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号

を記入）または二次元コードからお申し
込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　 ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440
主　催　厚木障害者
　　　　　PCサポートクラブ

PCサポートボランティア研修

　市内小・中学校で車いす操作や高齢者擬似体験
を指導するボランティア活動をしてみませんか。
対　象　�市内在住または在勤でボランティアに関

心のある方 ４～５人程度
　　　　（応募多数の場合は抽選）
日　時　２月６日（火）、７日（水）
　　　　全２回　13時30分～16時
場　所　厚木市保健福祉センター ４階　
　　　　ボランティア作業室
参加費　無料
申込方法　�１月25日（木）までに電話、FAX
　　　　�（講座名・氏名・年齢・
　　　　�住所・電話番号を記入）

または二次元コードから
お申し込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　　 ☎  225-2789
　　　　　FAX 222-7440
主　催　厚木市福祉教育推進ボランティアあおぞら会

福祉教育推進ボランティア養成講座

　「どのような活動や分野があるのか」「必要な心構えは？」など、ボラン
ティアを始める前の基礎的な知識を学びます。
対　象　市内在住または在勤、在学でボランティアに関心のある方
　　　　20人（応募多数の場合は抽選）
日　時　３月２日（土）13時30分～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター ４階 ボランティア研修室
講　師　認定NPO法人
　　　　日本ボランティアコーディネーター協会
　　　　運営委員　唐木 理恵子 氏
参加費　無料　
申込方法　�２月16日（金）までに電話、FAX（講座名・氏名・年齢・住所・

電話番号を記入）または二次元コードからお申し込みください。
申込先　ボランティアセンター ☎ 225-2789　FAX 222-7440

ボランティアスタートアップ講座

　視覚障がい者の誘導法を学びませんか。
　外出支援・交流活動・学童教育など、あなたの
都合に合わせてできる、やりがいのあるボラン
ティア活動です。
対　象　�市内在住または在勤で、講座終了後に誘

導ボランティアとして活動が可能な方　
５人（応募多数の場合は抽選）

日　時　２月３日～３月２日の毎週土曜日　
　　　　全５回　13時30分～15時30分
　　　　※最終日のみ9時30分～11時30分
場　所　厚木市保健福祉センター ４階　
　　　　ボランティア研修室　
　　　　※３日目はアミューあつぎ
参加費　無料
申込方法　�１月19日（金）までに

電話、FAX（講座名・
氏名・年齢・住所・電
話番号を記入）または
二次元コードからお申
し込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　 ☎ 225-2789　FAX 222-7440
主　催　厚木市誘導赤十字奉仕団

誘導法講座

「聴覚障がいの基礎知識」講演会
　講習会1回目を公開します。文字による通
訳と、難聴者の聞こえを支援する設備「ヒア
リングループ」があります。
対　象　どなたでも可
　　　　会場での参加は 10人
� 　（応募多数の場合は抽選）
日　時　１月15日（月）13時30分～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター ４階　
　　　　ボランティア研修室
　　　　またはZoom参加
参加費　無料
講　師　神奈川県聴覚障害者福祉センター
　　　　安田 芳正 氏
申込方法　�厚木市講座予約システム（講座番号

2306002）または往復ハガキで上記
「パソコン要約筆記講習会」内の申
込先に、申込方法の項目と併せて、
希望の参加方法（①会場②Zoom）
を書き、１月５日（金）（必着）ま
でに郵送でお申し込みください。

募 集 と お 知 ら せ



（４） 令和５年12月15日 社 協 あ つ ぎ

　「赤い羽根共同募金」は、毎年10月１日から全国一斉に実施されています。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、県共同募金会の配分審査を経て、
その多くが市内民間福祉施設の整備費や、市内のさまざまな福祉活動に
活用されます。本会に配分された募金は、小・中学生等を対象とした手
話・車いす操作などの体験型福祉教育や、各種ボランティア養成講座な
どに使われています。その他、広域に活動する民間福祉施設の整備費や、
災害時の復興支援活動などに活用されます。
　赤い羽根共同募金の運動期間は３月31日（日）までです。引き続きご
協力をお願いします。

　本会の趣旨にご賛同いただいた住民の皆さま・事業所の皆さま、「賛
助会員会費」にご協力いただき、誠にありがとうございました。
　ご協力いただきました会費は、地域の福祉活動や本会の福祉事業等の
活動財源として活用させていただきます。地域福祉の輪を広げていくた
め、一層のご協力をお願いします。

　福祉施設で使用される車いすには、お一人でも操作がしやすいようブ
レーキにラップの芯を被せたブレーキ補助具が使われています。
　家庭で使用した後はゴミになってしまうラップの芯…かわいく飾り付
けて有効活用しませんか？

【手順】
① ご家庭や職場等でラップの芯を集める

② 布やフェルト、レース等でラップの芯を飾り付ける
　※�作成に要する布、ボンド等は各自ご用意ください。
　※�ボランティアセンターにもラップの芯がありますので、希望される

方はご来所ください。

③ ボランティアセンターに届ける

★使い終わったラップの芯も募集しています。
　�内径が25㎜以上あるラップの芯（色、本数は問いません）をボラン

ティアセンターで受け付けます。

問い合わせ　ボランティアセンター　☎ 225-2789

問い合わせ
厚木市権利擁護支援センター あゆさぽ

☎ 225-2939　FAX 225-3021
メール kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

親族後見人勉強会
　後見人等を受任し、支援をする中で、裁判所への
定期報告や領収書の管理について悩んだことはあり
ませんか？実際に後見業務を行っている司法書士が
工夫やポイントをお話しします。
　これから親族の後見人等になろうと検討されてい
る方も参加可能です。
　ぜひご参加ください。

共催：厚木市/厚木市高齢者・障害者虐待防止ネットワーク/厚木市権利擁護支援センターあゆさぽ

対　象　�市内在住または在勤で、親族の成年後見人・保佐人・補助人を受任されている
方、または親族の成年後見人等になることを検討されている方 20人（先着順）

日　時　２月２日（金）14時～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター 4階 ボランティア研修室
講　師　司法書士：古根村 博和 氏（司法書士古根村・片山事務所）
参加費　無料
申込方法　�１月26日（金）までに電話、FAX、メール（講座名・氏名・年齢・

住所・電話番号を記入）、または二次元コードからお申し込み
ください。受付は、12月15日（金）８時30分からとなります。

申込先　厚木市権利擁護支援センター あゆさぽ　☎ 225-2939　FAX 225-3021
　　　　メール kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

　成年後見制度の利用方法や後見人の実務に関する
ことなど、専門職が相談をお受けします。
◇弁護士による相談
相談日　毎月第３木曜日13時～14時

◇司法書士による相談
相談日　�毎月第２・第３水曜日 

13時～16時（1人1時間）

問い合わせ　地域福祉係　☎ 225-2949

「助けて」と言える地域づくりのために
� ～8050問題に向き合う～

　支援を必要としている人が自らSOSを発信できずに孤立している場合、
生活課題が深刻になり、虐待が起こる可能性があることから、地域住民や支
援機関など、周囲が早期に気づくことが大切です。
　8050問題にもふれながら、虐待を未然に防ぐ地域づくりのヒントとなる講
演会です。ぜひご参加ください。

市内在住、在勤の方  50人（先着順）

１月24日（水）までに電話、FAX、メール〈講演会名・氏名(事
業所名)・住所・電話番号を記入〉、または二次元コードから
お申し込みください。受付は、12月15日（金）8時30分から
となります。

厚木市権利擁護支援センター あゆさぽ
☎ 225-2939　FAX 225-3021
メール kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

【赤い羽根共同募金　中間報告】（11月20日現在）
　　総額：	 8,988,250円
　　内訳：戸別募金	 6,947,301円	・法人募金	 1,286,673円
　　　　　街頭募金	 141,744円	・職域募金	 407,364円
　　　　　学校募金	 33,375円	・そ の 他	 171,793円

【賛助会員会費　中間報告】　（11月20日現在）
　　総額：	 14,020,627円
　　内訳：個人（戸別）	 11,890,754円	 法人（事業所）	 2,129,873円

成年後見相談 終活相談

　自分らしい人生の最期を迎える準備に
ついて心配はありませんか。司法書士が
相談をお受けします。
対　象　市内在住の方
相談日　��毎月第２・第３火曜日 

13時～15時（1人1時間）
相談内容　��遺言、遺産相続、財産管理、 

家族信託 等

　高齢者・障がい者の虐待に関わる通報や届け
出を受付し、ご本人やご家族に寄り添い、関係
機関と連携して適切に支援します。

高齢者・障がい者の虐待通報受付

※上記の相談については、予約制。相談日の1週間前までに電話で予約。相談は無料。

受　付　�平日８時30分～17時15分 
（祝日・年末年始を除く）

１月31日（水）14時～16時
アミューあつぎ　７階　ミュージックルーム２

日時
場所

弁護士　内嶋 順一 氏
（みなと横浜法律事務所）

講師

対象

申込方法

申込先

参加費
無料

厚 木 市 権 利 擁 護 支 援 セ ン タ ー  あ ゆ さ ぽ

　通院や外出、急なケガなどで一時的に車いすが必要となった市内在住
の方に対して、2ヶ月間無料でお貸しします。

問い合わせ　援護係　☎ 225-2947

車いすの貸し出し

募集①

募集②

ラップの芯のデコレーションボランティア
募集中！つながる、支える　「地域福祉」

共同募金 中間報告　～つながりをたやさない社会づくり～

賛助会員会費 中間報告　「One･For･All･All･For･One」で支えよう

令和５年度厚木市高齢者・障がい者虐待防止講演会


